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HJ-118 


★ご使用前にこの『使用の手引き』を十分お読み下さし、。 

★この『使用の手引き』は、お使いになるちがいつでを見られるところに保管して下さい。 


巧扱説明書 































まをにごほ用いただくために 


◎ご使用の前に、この『安を上のを意』をよくお読みの上、正しくお使いください。 
◎お読みになつた後は、お使いになるちがいつでを見られるところに保管してください。 


絵表示について 

この『安を上のを意』では、使用者が製品を安をに使用できるよラに、誤った取り扱いをする事によって生じる内客を次の 
よラな絵表示によって区分しています。いすれを重要な内客ですので必す守ってください。 

A \ 警告：取り扱いを誤った場合、人が死亡又は重傷を負ラ危険が生じる事が想定される內客を示しています。 

/?\を意：取り扱いを誤った場合、人がクガをしたし J 、 物的損傷が発生したりする恐れがある内客を示しています。 

絵表示の例 （55 A 〇 

fx ) 記号は禁止の行為であることを告げるをのです。図の中や近傍に具体的な禁止內客が描かれています。 

A 記号は使用者の行為にを意を呼びかける内客であることを告げるをのです。図の中に具体的な禁止內客が描かれて 
います。 

A 記号は使用者の行為を指示強制したりする内客であることを告げるをのです。図の中に具体的な指示内客が描かれ 
ています。 


つ 





A 警告 感電、义災の恐れがあ y ます 

このミシンは国内専用です。 

^ A 一般家庭用交流電源100 VJ ； (外の電圧では使用しな 
ぃでくださぃ。 

禁止異なる電圧で使用すると义災•感電の原因となし J ます。 

ぬれた手で電源プラクを抜き差ししないでくださし、。 
感電やけがの原因になります。 

めれ手禁止 

じ(下のよラな時は電源スイッチを切り、電源プラク 
を引き抜いてください。プラクを差し込んだままに 
しておくと、思わめ乂災や感電の原因となることが 
あります。 

• ミシンのそばを離れる時 
-ミシンを使用しない時 
な< .ミシンのお手入れをする時 
-ミシンを移動させる時 
-ミシン使用中に停電した時 

A コンたントから抜く時は、コードを持たすに必すプ 
ラクを手で持って抜いてください。 

コードを引っ張ると内部で断線し、感電や発乂につ 
プ ラクを 抜〈ながる恐れがありますので大変危険です。 

電源コードは無理に巧げたし J 、 引っ張ったり、ねじっ 
たん何かに卷きつけたし J しないでくださし、。 

また、コードが重いをのの下敷きにならないよラに 
してくださし、。 

^ ^コードが内部で断線したり破損して、乂災•感電の 
原因になります。 

ミシン、電源コード、電源プラク等を水につけた 
^ り濡らしたりしないでください。 

また、浴室や加湿器のそばなど水がかかるよラな 
場所や湿気の多い場所では使用しないでくださし、。 

ホめれ禁止义災.感電の原因となりますので、万一濡れた場 
合は絶対に使用しないでくださし、。 

お客様自身での修理、分解、改造はしないでくださ 

乂災•感電•けがの原因になります。 

修理が必要な場合は、お買い上げの販売店か販売元 
までご相談ください。 
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A 警告 感電、义災の恐れがあ y ます 

ミシンの内部に金属類や燃えやすいをのなどの異 
物や水分を差し込んだり、落とし込んだりしなし、 
( X )でくださぃ。 

乂災•感電の原因となりますので、特にお子様の 
いるご家庭ではごを意くださし、。 

ミシンの上に乗らないでください。 
iV 1倒れたし J こわれたりしてけがの原因となることがあ 
りますので、特にルさなお子様のいるご家庭ではご 

S を意くださし、。 

ミシンを極端に傾けたし J 、 前後左右に激しく動か 

V y さないでください。 

禁止感電や故障の原因になります。 

ほこりの多いところで使用しないでください。 

A . N 電源プラクの刃や刃の取付面にほこりが付いている 
時は、乾いた布でふき取ってください。 

禁止そのまま差し込むと乂災の原因になります。 

ミシンをぐらついた台の上や傾いた所などの不安 
定な場所に置かないでくださし、。 

また、毛布やクッシヨンなどの柔らかいをのの上 

1 nJ にを置かないでくださし、。 

禁^止落ちたし J 倒れたし J して、けがや乂災の原因になり 
ます。 

ミシンを操作中にネクタイ-ネックレス-髮などを 
A 針周辺に引き込まれないよラにしてください。 

/!\万一引き込まれてしまった場合は、ただちに電源を 
を意切って取り除いてくださし、。 

ミシンの通風孔をふさがないでください。 

C 内部に熱がこもし J 、 乂災の原因となることがあり 

禁止 す。 

雷が鳴り出したら、電源プラクには触れないでくだ 
さぃ。 

が止感電の原因になります。 
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感電、义災、けがの原因とな Lj ます 

ミシンには正規の部品（ボビン•針等）をご使用 
下さぃ。 

禁止 

A ミシンの使用中に、電子レンジや掃除機などの高 

/1\ 客量の電気製品のご使用はお控えください。 

:^ ミシンの動作が不正確になる場合があります。 

/\最初のひと針は、必すプーリーを手で回し、布に 
/^\針が刺さったげ熊からキ異化を始のて < ださい。 

を意 

/jV お子様がご使用になる時やお子様の近くで使用さ 

/ • \れる R 寺は.削 r をを に': キ貴，て<だ夕 い。 

を意 

A ミシンの操作中は、針から目を離さないよラにし、 

針、プーリー、天びんなどすベての動いている部 
を意品に手を近づけないで〈ださし、。 

じ(下のことをする時は、電源スイツチを切つてく 
mm ださぃ。 

•針を交換する時 

禁止•上糸、下糸をた、ツトする時 

巧がった針はご使用にならないでください。 

禁止 

ミシンを動かす時は、かまカバーを閉じてくださ 
い0 

禁止 

\ 縫ラ時は布を無理に引っ張ったり、押したりしな 
ぃでくださぃ。 

禁止 

業務用としてのご使用はお控えください。 

ぃ\ 過負荷による故障の原因になります。 

を意 
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感電、災、けがの原因とな LJ ます 

お手入れの際、シンナーやペンジンで拭いたし J しな 
ぃでくださぃ。 

変質-破損-塗料はがれの恐れがあります。 

禁止 

5シンにじ(下の異常がある時はすみやかに使用を停 
止し、お買い求めの販売店または販売元で点検•修 
理•調整をお受けください。 

•正常に作動しない時 

•水にめれた時 

•落下などにより破損した時 

3' ^ •電源コード、プラク類が破損、劣化したし J 、 

異常に熱くなった時 
- 異常な音やにおいがする時 

於 最初にミシンを使用するときは、押え金の下に布切 
/； \ れを置いて、糸を使用しないでミシンを操作し、十 
を意分に油気を取り除いてくださし、。 


※製品のデヴイン、仕様は改良のため予告なく変更することがあし J ますので、ご了承ください。 
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ご使用になる前に 


ます各部の名前と働きを覚えましよラ- 

電源をつなぎましよラ- 

補助テーブルを取し J はすしましよラ--- 
下糸をたットしましよラ 

ボビンに糸を巻きます- 

ボビンをたットしましよラ- 

上糸をかけましよラ- 

自動糸通し器の使いかた- 

下糸を引き上げましよラ- 

押えの取し J かえかた- 

筒状になつた部分を縫ラには- 

大型補助テーブルの使いかた- 


2さあ縫つてみましよラ 


5シンのたットのしかた- 

直線縫い- 

返し縫い- 

縫いにくい布地の縫いかた 

薄物.厚物.段縫い- 

糸調子のとりかた- 

針と糸と布地- 

針を取りかえるには- 

ジクヴク縫い- 

サテンステッチ（密着縫い） 


20 


^ 9 
10 
11 

12 

13 

14 

15 

16 
17 

17 

18 

19 

25 

22 

23 

24 

25 

25 

26 
26 


スカラップ縫い- 2 7 

点線ジブヴヴ縫い 

裁ち目かがり- 28 

かくし縫い（ブラインドステッチ）- 29 

ボタンホール （ ボタン穴かがし J ) - 30〜31 

3 J ミシンのお手入れ 

送り歯とかまの掃除- 3 2 

電球の取し J かえ- 33 


4 J ミシンの調子が悪し、とき、次の原因を確か «) ましよう 

- 34〜35 


このミシンはモーターの加熱を防ぐため温度ヒユーブが付いています。 
3音長時間低速でミシンを使用すると、ミシンび'停止することび'あります。 


S シンの仕様 


本体 

寸法 

巾 35.0 X 奥行き 1 7.9 X 高さ 27.6 ( cm ) 

本体質量 （ 重量） 

5.2 kg 

定格 

電圧 

AC 100 V 

定格消費電力 

70 W (ライト 1 日 W ) 

定格周波数 

50/60 H z 
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まずを部の名前と働まを覚えましよラ 





1. 下糸案内 

2. 糸案内 

3. 天びん 

4. 面板 

5. 上糸案内 

6. 針板 

7. かまカバー 
ブ 


8. 補助テーブル 

( 付属品入れ） 

9. 下糸卷言軸 

10. 下糸巻き押え 

11. 糸立て棒 

12. プ ー U - 

13. コンたン h 


14. ノ\ンドル 

15. 押え上げ 

16. 糸切り 

17. 針棒 

18. 糸通しレバー 

19. 押え解放レバー 

20. 押え止めネジ 


21. 送し J 歯 

22. 針止めネジ 

23. 針 

24•押え 

25. かまカバー解放レバー 

26. 大型補助 テーブル 

27. 電源コード 


















































①上糸調子ダイヤル 

ダイやルを回して上糸の調子を調節します。数字が大きくなるほ 
ど、上糸調子は強くなります。 

※通常は「4」の位置が適当です。 

③押え上げ 

押え上げは2段階です。2段階目に上げる時は、押え上げを手で 
支えながら、さらに持ち上げます。 
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③縫い模様懼択）ダイヤル 

たレクトダイやルを回すだけで、希望の模様が選択できます。 
















































® スター ト / ストップスイッチ 

電源•スピード切誓スイッチを 「はゃい*」 または「 も' I い」に 
入れた後、このスイツチを押し込むとミシンが動き出します。 
をラー度押すと元の位置に飛び出してミシンが止まります。 


⑥返し縫い レバー 

レバーを下に押し下げている間、返し縫いができます。 


⑥電源-スピード切替スイツチ 

ミシンの回転速度は、スピード切誓スイツチによって r はゃい•」 
(高速）と「お(低速）の2段切誓ができます。 


曰 








































電源をつなぎましよラ 



スタート/ストップスイッチを「ストップ」位置にしてくださし、。 
電源スイッチを「•とまる」にしてください。 

電源コードのプラクを①、②の順にさしこみます。 


A ミシンを使用しない時は、必す電源スイ、ツチを切り、 

' と電源コードを電源から抜いてください。 





no 





































































補助テーブルを取 y はずしましよ 




左へ引っばるとはすれます。 

元にをどす時は、テーブルをミシンに沿ってちにすベ 
らせながら、® @を所定の位置に差し込みます。 

ふたを開けると付属品が入つています。 

糸ごま押えを取し J 出しておきます。 



ブラシ 付さシームリツパー 




② 


③ 


④ 

の 


直⑤ 



⑧ 




① ボタンホール押え 

② ボビン 

◎ミシン針（が 4 X 3 本） 

④ 糸ごま押え 

⑤ ミシン油 


⑤ブラシ付き 
ソーム U 、 ツハー 

⑦ネジ回し 

◎針板用ネジ回し 


勺勺 
























下糸を t ツトしましよ 


ボビンに糸を卷きます。 



ごまから糸を引きます。 


す。 


A 

を意 


使用するボビンについて 
ち記の寸法のプラスチック製ボビン 
を使用してくださし、。 

金属製ボビンは使用しなしでください。 


直径： 20.5 ミリ 



材質：プラスチック 


または「 はゃい，」 に入れ、ス 
タート/ス h ップスイッチを 
押し込みます。ボビンが数回 
転したら、糸を離してくださ 
い。 


スター h / ス h ップスイッチ 
を押してミシンを止めます。 
下糸巻き軸を左にをどして、 
ボビンを外し、糸の端を切つ 
てくださし、。 

化 




















































ボビンを七ットしましょう。 



に上げます。 押し、かまカバーをはすします。 



@ボビンを指で押えながら、糸を手前のみぞ@から®にかけるよラにして 
向こラ側に出します。 

の 



◎糸の端がボビンの左側から垂れるよラ 
矢ののよラに出してボビンを入れます。 



©糸を 10 C m ほど引き出し、かまカバー 
を取り付けます。 



























































上糸をかけましよラ 


•まず上糸をかける前に行なってくださし、。 


a . 糸ごまと糸ごま押えを t ツトします。 



t 舗誠を糸常ま燕總な 


点に 上げます。 



① ^ 



天びんはちから左へ 


◎ 



LP 

k 

'4 

f ⑤ 

針巧は前から 

後ろへ 



①1 



糸をち手で保持 
しながら、糸案 
L 內①に糸をかけ、 

1みぞにそつて下 
へ引つばる。 

、 J 

r J 


智 




•図の番号順に糸をかけます。 


上糸かけのヒント 

内蔵されている糸調子皿に正しく糸が通っているか確認 
する時は、下記の要領で行ってください。 

1.まず、巧え上げレバーを下げます。 


2.上糸調子ダイやルを数字の 
大きいちへ回し、糸の端を 
引っ張って糸調子が強く 
なつているか確認します。 


3. 次にダイやルを数字のルさ 
いちへ回し、糸の端を引つ 
張って糸調子が弱くなつて 
いるか確認します。 


4.確認が終わった6、ダイや 
ルを元の位置「4」に戻し 
ます。 ' 


上糸のつよさ 


上糸のつよさ 



糸の端を引っ張つ 
て糸調子を確認し 
ます。 


上糸のつよさ 


勺4 












































































自動糸通し器の使いかた 

押え上げを下げます。プーリーを手前に回して、針を最上点に上げます。 




①も手に糸を持ち、ガイドの 
ちから左へかけます。 


糸通しレ A ' —をまつすぐ巧し下げます。 


さらに、レバーを押し下げると糸通しガイドが時計ち向 
に回転し、カギが針巧に通ります。 

糸をカギに引っかけます。糸の端を手前上ちに持ってさ 
て軽く持ちます。 


這)糸通しレバーをはなすと、糸が 
針巧に輪になつて通りますの 
で、輪になつた糸を向こラ側に 
引き出してください。 


@細い針に太い糸を使うと、 

巧 


f 注）針穴にカギが通らないままムリに押し下げるヒカギがながり、針巧に 
通らなくなることがあります。 

をしカギが巧がつてしまつた場合は、付属のネジ回しなどを使って、針 
巧に入る位置に調整し直してください。 


糸通しができません。 


A 

ま意 


ミシンが動いているときに糸通しレバーを下げる 
と、故障の原因になし J ますのでごを意ください。 






































下糸を引さ上げましよラ 



①押え上げを上げください。針糸をゆったりと左②左手の上糸を軽く引っ張り上げる 
手で持ち、プーリーを手前に完をに一回転させ と、下糸がついてあがります。 

てください。 下糸をち手で手前に引き出してく 

ださし、。 



這)両糸をそろえてみぞ（矢 ED ) に入れ、 


押え金の下を通して後ろへ引き、糸 
を1 0 cm ほど残しておいてくださ 
し、。 


化 










































押えの roy かえかた 



V 



A 

ま意 

押えの取し J かえは、必す電源スイッチを切って 
から行ってください。 


押えと針を上げます。 


① 押え解放レバーを矢印のち向へ押すと、押えがはすれます。 

② 針板と押えの針穴が合ラよラに新しい押えを針板の上におさ 
ます。 

◎押え上げを下げると押えがたツトされます。入りにくい時は、 
押え解放レノ \一を押すと入ります。 


勺ブ 


筒がになった部分を縫ラには 



補助テーブルを はすして、 つリーアームに します。 

フリーアームに筒型になつた部分を入れて縫います。 

袖つけ、袖□の始末、力つスつけ、ネ今つけ、ブボンの据□の始末 
に便利です。 






























大型補助テーブルの使いかた 



①大型補助テーブル脚を矢巧の方向に立て、ミシンにたッ 
卜します。 



②大型補助テーブルをミシンにおつてすべらせながら、案内ピン（@(|) 
◎ ◎) を所定の位置に差し込みます。 

大型補助テーブルを左に引つばって外すとつリーアーム型になし J ま 
す。 


化 






ミシンの t ットのしかた 



縫い模様 

①縫い模様（選択） 
ダイ "V ノレ 

②巧ぇ ^ 


1 

1 

1 

1 

ジクヴク押え 

直線縫い - 

1 

1 

1 


1 

1 

/ VWVWWWVWSA/W 

醒 

A/WWWVVWVWW 

1 

ンクでクホをい 

vwwwwvww 

ミ 

mmmmmmm 

眶 

スカラップ縫い 

> 

点線ジクヴク縫ぃV VvVvVvV\ 

：> 

口、く し ホ j 4 し、 — \；—- \/ --W---U-U--W--U-- \r~\r~\ 

(ブラィンドステッチ） 


/J 、, /J 、 J し 11 WN'WN'WN'WI'WN'WIIWNfIN'WNII 

11 NNNWNWNNNWNNNWNPNNM 

V 

1 2*4 3 2*4 

也 与□与 a 卜与 □ 

ボタンホール押え 

J 


ns 




































直線縫い 



•直線縫いはミシン縫いの基本ですので、試し縫いをして正しい使い方をよ〈覚えましよう。 


A . 天びん E . 電源 • スピード切誓スイッチ 

巨.上糸調子ダイやル F . 返し縫いレバー 

C . 縫い模様 （ 選択）ダイやル G . スタート/ストップスイッチ 
D . プ ー ij - 


@上糸と下糸をそろえて押えの下から向こラ側へ10 C m ほど 
引さ出します。 
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◎布を押えの下に入れ、 押えを下げます。 


@プーリーを手前に回して、針を布に突き刺します。 


© S シンをたットしましよラ。 

プーリーを手前に回して、天びんをいちばん上まで上げます。 
縫い模様「！ ■ !」 

上糸調子ダイやル「4」 


so 




































©電源スイッチを「ち' fL ' 」または 「はゃぃ*」 に入れます。 
スタート/ストップスイッチを押して縫い始めます。 

縫つている間は、ミシンの布送りに合わせて、軽く導いてく 
ださし、。 

布はしまで来たら、スタート/ストップスイッチををラー度 
押してミシンを止め、電源スイッチを 「•とまる」 にして電源 
を切し J ます。 


sn 



⑤縫い終わりましたら、針と押えを上げ、布地をラしろへ引き 
出し、押え棒に付いている糸切りで糸を切ります。 切った糸 
は、そろえてラしろへ引いておきます。 

















返し縫い 



縫い始めと縫い終し J に3〜5針返し縫い 
をしておきますと、縫い目がほころびす、 
丈夫になります。 

レバーを押し下げている間、返し縫いを 
します。 


SS 










縫いにくい巧地の縫いかた 


•薄物（レース布、薄物布） 

• レース布や特に薄い布地の場合、布の下に紙を敷きます。縫い終わったら、 
紙を取し J 除さます。 

薄物縫いで目飛びしたし J 、 しわがよる場合を紙を敷いてくださし、。 

-薄物の縫い始めは、上糸と下糸を少し引っばりながら縫います。 

•厚物（タオル布） 

タオル布を縫ラ際は、布の種類によって布送りが悪くなる場合があります。 
布の下に紙を敷き、太し刷#16を使用し、ゆっくりとしたスピードで縫います。 
縫い終わったら、紙を取り除きます。 

《あらい縫い目の直線で縫ってくださし、。 

•段縫し、 

-布送し J がスムーブでない場合、手で布の送りを助けながら縫います。 

-図のよラに重なった厚地の布を縫ラ場合は、図①の状態でミシンを止め、 
針を下げます。図②の様に同じ厚さの布地または厚紙を押えの下に敷いて 
縫います。布送りがスムーブになし J 、 目飛びを防げます。 





































糸調子のとりかた 

直線縫いの場合、上糸と下糸が布の中間で、適当な張力ををってからみ合ラのが正常な糸調子です。 





上糸が強い 布の表に下糸が出る 上糸調子を弱ゆます 



上糸が弱い 布の裏に上糸が出る 上糸調子を強ゆます 



※上糸調子ダイやルの数字が大きくなるほど上糸調子は強くなります。（通常は图の位 
置が適当です。） 


※本機は水平蓋ですので、基本的には下糸の調節は不要です。（製造時調節済) 
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針と糸と巧地 

《 HAX 1家庭用ミシン針を使用してく 
ださし、。 

※下表を参考にして、布地に適した針と 
糸を使用してくださし、。 


《上糸と下糸は通常同じ種類のをのを使 
います。 

《 ffl がった針や先の丸くすし J へった針は 
使用しないでくださし、。 

《縫いにくい布地の縫いかたは2 3ぺ一 
ジを参照ください。 


針を取りかえるには 



@ 必す電源スイッチを切ってください。 


① プーリーを手前に回し、針棒を最上点 
に上げます。 

② 針止めネジを手またはネジ回しでゆる 
ゆ、針をはすします。 

◎ 新しい針の柄の平らな面を向こラ側に 

向けて持ち、針が針棒のピンに当たる 

まで差しこみます。 

④手またはネジ回しで針止めネジをかた 
くしめます。 


布地 

針 

糸 

薄地デシン 

9番 

120番 

薄絹地 

(細し、） 

100番 


11番 

100番 

薄物布地 

• 

• 


(やや細し、） 

SO 番 

キゃラコ 



木綿地 

14番 

60番 

サージ 

(普通） 

50番 

伸縮布地 



毛織物 

16番 

40番 

厚地類 

(太し、） 

30番 


《イ申縮布地等、目とびしやすい布地にはニット針の使用をおすすゆします。 
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ジグザグ縫し、 


ミシンを七ットしましよう。 



布の裏側に上糸が少し出るよラに、 
直線縫いのときよし J 上糸調子をやや弱 
ゆにしてくださし、。 




サテンステッチ（密着縫い） 

目のつまつたきれいな縫い目ができます。 


SB 


































スカラップ縫し、 




婦人服や子供服のそでやえり等の縁飾りとして、また端の始末などに 
利用で青ます。 

端の始末をする場合は、布端をこの模様で縫った後、模様におって布 
地を切り取ります。この際縫目の糸を切らないよラにを意します。 
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广 


点線ジグザグ縫い:> 





裁ち目かがり 

点線ジクヴク縫いは、ジクヴク縫いが一針で縫ラところを兰針 
で縫いますので、丈夫に縫え、伸縮性があります。どのよラな 
種類の布の裁ち目かがし J にを使えます。 


2 


SB 














かくし縫い（ブラインドステツチ）：^ 



①布端を裁ち目かがりす②出来上り線にそって布を折し J 、布はしま 
るか、二つ折りにしま たは、折り山から約7〜 8 mm 入ったと 
す。 ころからすそに向って、図のよラに待ち 

針で止めます。 

次に、待ち針を持って折し J 返します。 


SS 



◎針がをに落ちるとき、 
針が折り山をわすかに 
刺すよラに縫つていき 
ます。 



④布を表にひらくとできあ 
がし J ます。 
















ボタンホール （ ボタン巧かが y ) A 


縫い始めの七ット 



• ボタンホール押えをたットし、押えを手前にいっぱいに引っ 
ばり出し、縫い始めの位置に合わせて押えを下げます。 

• 伸縮性のある布地で、進みにくい場合は、布地の下に不織布 
の接着おを張ってください。 

• 使用される布切れで試し縫いをされることをおすすめします。 



縫い方 


①1 

ぶ 

I 


矢巧の方向へ必要な長さだけ 
縫ってください。 

@ 2.4 

□ 

◄- 

-► 

左ちに4〜己針縫ってください。 

③3 

a 卜 


I 

自動的にバック縫いしますので、縫 
し、始めの線まで縫ってくださし、。 

® 2*4 

□ 

◄- 

-► 

左ちに4〜5針縫ってください。 



縫い終ったらシームリッパーで中央 
の布地を切り開きます。その際縫い 
糸を切らないよラにを意してくださ 
い。 


> 
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お糸入りボタンホール 



•お糸を入れて縫ラと、ボタン巧の伸びを防ぎ、強いボタン巧 
ができます。お糸にはレース糸または巧糸を使います。 

•芯糸をボタンホール押えのラしろの突起 ( A ) に引っかけて、押 
えの下を通して前の突起（巨）に結び付けます。このまま押えを 
取りつけて巧かがりすると、あ糸入りのボタンホー;レができます。 

• 縫い終ったら/ち糸を押えからはすし、糸の端を引いてたるみを 
なくし、余分の糸を切り取ります。 

3つ 








ミシンのお手入れ 


ミシンを長をちさせるためには、曰常の手入れび‘大切です。 



A を意 

安をのために必す電源スイッチを切り、電源プラクをコンたントから抜いてください。クガの原因になし J ます。 


送り歯とかまの掃除 〔ボビンクースやかまに糸がからんだ場合、又はボビンクースの位置がすれた場合を、次の順序で行って〈ださい。) 



①電源スイッチを切し J 、 押えと針を 
はすします。 

針板用ネジ回しでネジをゆるめて、 
針板をはすします。 


②ボビンクースを図のよラに持ち上げて取 
し J 出します。 

ボビンクースに付着した糸くすを取し J 除 
いておさます。 


◎送し J 歯やかま周辺の糸くすやほこりを 
ブラシや布で取り除きます。 

ミシン油を个 ED の部分に一滴さします。 

@油はミシン巧を使用してください。 

(§) さしすぎた場合はきれいにふき取って下さい。 
巧や糸がちれるなど、縫いのトラブルの原因 
どなります。 


@ボビンクースをかまに戻します。 

@正しくたットしないと、針がボビンクースに 
当たり、傷がつき、縫えなくなる恐れがあり 
ます。 

©針板用ネジ回しでネジをしつかりしめ 
て、針板を取り付けます。 



3S 























































電球の取りかえ 



① 電源プラクを電源から抜いてください。 

② ネジを外し、面板を取り外します。 

這)電球を左に回して取り外し、新しい電球（110 V 、15 W ネジ込み式）をちに回し 
て取し J 付けます。 

運) 15 WJ ； (上の電球を使用しないでください。 

④面板を元の位置に取り付けます。 
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ミシンの調子が悪いとま、次の原因を巧かめましよラ 


こんな時には 

原 因 

巧 処 

参照 

ページ 

ミシンが 

回らない 

下糸卷き軸がちになつている。 

下糸卷さ軸ををへ押します。 

12 

電源コードが正しくたットされていなし、。 

正しくたツトし直します。 

10 

電源スイッチが " OFF " の位置にある。 

スイツチを " ON " の位置にたツトします。 

10 

ボビンクースが正しい位置にない。 

ボビンクースを正しい位置にたツトします。 

32 

回転が重い 
音が高い 

送し J 歯やかまに糸くすやごみがたまつている。 

糸くすやごみを取し J 除言ます。 

32 

針が ffl がつている、先がつぶれている。 

新しい針と取り換えます。 

25 

布を送らない 

押えを下ろしていない。 

押え上げを下ろして、押えを下げます。 

- 

厚物縫し > の場合 

23 

縫い目がとぶ 

布に合った針 • 糸を使っていない。 

布と針-糸の関係を合わせます。 

25 

針が ffl がっている、先がつぶれている。 

新しい針と取り換えます。 

25 

針が針棒のいちばん奥まではいっていない。 

正しくつけ直します。 

25 

上糸調子が強すぎる。 

上糸調子を弱めます。 

24 

上糸のかけちが間違っている。 

正しくかけ直します。 

14 

糸くすがかまにたまっている。 

糸くすを取し J 除きます。 

32 

縫いにくい布地の場合 

23 

針が折れる 

無理に布を引っばった。 

巧は軽く案内するだけにしてください。 

- 

布に合った針 • 糸を使っていない。 

布と針-糸の関係を合わせます。 

25 

針が針棒のいちばん奥まではいっていない。 

正しくたットし直します。 

25 

押えが正しく取り付けられていない。 

押え止めネジを締め直します。 

- 

段縫いの場合 

23 

ボビンクースが正しし M ご置にない。 

ボビンクースを正しい位置にたットします。 

32 
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こんな時には 

原 因 

巧 処 

参照 

ぺージ 

糸が 

布た針板の間で 
だんごになる 

縫い始めに上糸と下糸を向こラ側に引き出して 
いなし、。 

常に両糸をそろえて押えの下から向ラ側へ 

1 0 cm ほど引き出します。 

16 

上糸が切れる 

上糸のかけちが間違っている。 

正しくかけ直します。 

14 

上糸調子が強すぎる。 

上糸調子を弱めます。 

24 

布に合った針 • 糸を使っていなし、。 

布と針 • 糸の関係を合わせます。 

25 

針が巧がっている。 

新しい針と取り換えます。 

25 

下糸が切れる 

ボビンクースの糸の通しちが間違っている。 

正しくたットし直します。 

13 

糸くすがボビンクースやかまにたまっている。 

糸くすを取し J 除さます。 

32 

縫い物に 
しむがよる 

糸調子が強すぎる。 

糸調子を弱めます。 

24 

針が ffl がっている、先がつぶれている。 

新しい針と取り換えます。 

25 

薄物に巧して縫い目が大きし、。 

縫い目をルさくします。 

- 

薄物縫いの場合 

23 

上糸がかまに 
からまつて 
縫えない 

上糸をすこしゆるめ、プーリーを手前に回して糸を引き上げます。 

- 

かまにからまっている糸をはさみで切って取り除さます。 

- 

ボビンクースの位置がすれている。 

正しい位置にたットします。 

32 

ボビンクースに針キブがある。 

良品のボビンクースに取り換えます。 

- 


3 呂 
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